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〇 医薬品開発における事業性評価・売上予測・ライセンス戦略を網羅した実務対応型の1冊！

〇 臨床前～上市後まで各ステージでの事業性評価の手法とフレームワークを詳解！

〇 希少疾病・オーファンドラッグ、新規モダリティ製品の事業性評価ポイントも明確に解説！

〇 投資意思決定やTPP戦略に活かせる事業価値評価の実践的手法を掲載！

〇 事例・データ分析・シミュレーションによる売上予測やマーケティング戦略もわかりやすく整理！
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医薬品開発における
   事業性評価手法とその進め方

　第1章　事業性評価の基礎、各ステージの事業性評価と
  フレームワーク、評価手法
　　1　医薬品開発における事業性評価の意義
　　2　医薬品開発ステージ別の事業性評価
　　3　事業性評価のフレームワーク、評価手法
　　4　本章のまとめ

　第2章　適切な経営判断のための売上予測・事業性評価の考え方
　　はじめに
　　1　売上予測の目的（なぜ売上予測を必要とするか？）
　　2　医薬品の開発段階における売上予測の重要性
　　3　販売戦略に関わる上市前の売上予測
      （とるべく戦略で売り上げが大きく変わる）
　　4　LCMを見据えた上市後の売上予測
      （実際の売上データを得てからの予測）
　　5　売上予測の実践（標的市場と販売戦略のマトリックス）
　　6　売上予測に必要な手段と要素
　　7　競合品（競合会社）分析
　　8　とるべき販売戦略
　　9　想定薬価
　　10　売上予測に影響を与える事項
　　11　売上予測の検証
　　12　売上予測・市場戦略の実践事例
　　13　新規薬剤の市場浸透
　　14　仮説の実現
　　15　売上予測に重要なセグメンテーションとターゲティング
　　16　戦略･戦術
　　17　実例をあげて
　　おわりに

　第3章　医薬ライセンスのデューデリジェンス
          ─ライセンスプロジェクトの事業性評価のデューデリジェンス─

　　はじめに
　　1　デューデリジェンスの概要
　　2　収益性のデューデリジェンス
　　3　オープンイノベーションのデューデリジェンス
　　おわりに

　第4章　プロジェクトの成功を左右するTPP戦略の考え方
　　はじめに
　　1　TPPの設定
　　2　TPPの構成、医薬品開発における位置付けと役割
　　3　TPPの共有と運用（改定、維持管理など）
　　4　TPPに基づく意思決定

　第5章　希少疾病開発における事業性評価で重要なポイント
　　はじめに
　　1　希少疾病について
　　2　オーファンドラッグについて
　　3　事業性評価で重要なポイント
　　4　オーファンドラッグ開発・製造・販売の特殊性
      （えっ、こんなところが）
　　5　まとめ

　第6章　新規モダリティ製品の特徴を踏まえた事業性評価手法
　　はじめに
　　1　新規モダリティ製品の特徴とビジネス評価のタイミング
　　2　意思決定を支援する事業性評価とその概念
　　3　事業性評価の実施手順と留意事項
　　4　新規モダリティ製品の事業性評価
　　おわりに

　第7章　事業価値評価に基づく投資の意思決定
　　はじめに
　　1　事業価値評価による投資の意思決定
　　2　事業価値評価の構成/内容とフロー
　　3　事業価値評価の組織体制と責任範囲
　　4　意思決定におけるTPPの重要性
　　5　ぶれない意思決定 ～投資のGo/No Go基準の設定
　　6　投資の意思決定における効果的な事業価値評価の活用
　　おわりに


